
令和８年度 

荏原第六中学校の部活動に係る活動方針 
 

 １．学校における部活動の方針 

   ①顧問等監督者のもと、生徒の自主的、自発的な参加によって行われ、運動や文化活動に 

親しむとともに責任感、達成感、連帯感の涵養や、自制心、やり抜く力、合意形成、 

レジリエンス、規範意識などの資質・能力（エイジェンシー）の育成を目指す。 

   ②活動の中に表現活動（発表、試合、コンクール参加など）を取り入れる。 

③活動において生徒の心身の発達を妨げることのないように、過度の心理的および時間的 

負担をかけない。 

   ④活動において適切な指導、安全の確保などの観点から、生徒や教員の数、活動場所など 

を鑑み、円滑に運営ができる体制を構築する。 

 

 ２．適切な休養日、活動時間の設定 

   東京都、品川区教育委員会の方針に則り、以下のように設定する。 

  【休養日】 

   ①学期中は、週あたり２日以上の休養日を設ける。 

    平日は少なくとも１日、週休日は少なくとも１日を休養日とする。大会等により、土日 

のどちらも休養日が確保できなかった場合は、翌週の平日に振り替える。 

   ②長期休業中の休養日の設定についても、学期中に準じた扱いを行う。 

   ③夏季休業・冬季休業中には、ある程度の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

  【活動時間】 

   ①学期中は、平日放課後の活動時間は長くとも２時間程度とし、準備・片付けを含めて 

３時間程度とする。 

   ②週休日（祝日を含む）及び長期休業中の活動時間は長くとも３時間程度とし、準備・片 

付けを含めて４時間程度とする。大会などの運営や遠方への遠征のため４時間を超える 

場合でも、その中で運動を主体とする活動時間は３時間程度とする。 

  【その他】 

①朝の練習時間  ７:３０～８:１０ 

   ②最終下校   １８:００ 

③定期考査１週間前から試験当日までは活動停止とする。ただし、大会直前の場合は短い 

時間で活動することもある。 

 

３．設置している部活動 

  運動部： 野球部、卓球部、ソフトテニス部※、バスケットボール部※、ダンス部※ 

  文化部： 吹奏楽部、アートクラフト部、日本文化部、茶道部 

※民間委託を活用し、教員の管理顧問を配置 

４．その他  

  ・入部退部については、保護者と顧問等監督者とよく話し合ってから届出を提出する。 

  ・兼部については、運動部同士は認めていない。 


